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§１．研究成果の概要 

 

緊張によるスポーツの本番での失敗は、過度な筋の共収縮によるパフォーマンスの低下が一因

である。筋は収縮させるのは容易だが、脱力させることは極めて困難である。本研究では運動力学

介入および認知介入により身体環境インタラクションを変化させ、運動スキル（筋脱力）獲得支援の

実現を目的とする。2020 年度は主に「環境の運動力学介入による身体環境インタラクションの変化」

および「認知介入による身体環境インタラクションの変化」に関する以下の研究項目を中心に取り

組んだ。 

1. 運動力学介入システム開発 

2019 年度に開発した運動力学介入システムにて検証試験を行い、システムにおける時間遅

れを確認した。この解決方法として、運動力学介入を制御する条件の調整が考えられ、歩行

における介入において解決できることを確認した。また、運動力学介入として様々な条件での

実験が行えるよう、システムの拡張を実施した。 

2. 認知介入システムの開発 

ヒトの計測と 2019 年度に開発した環境の運動力学介入と視覚や聴覚等の認知介入のリアル

タイムフィードバックシステムを開発した。これにより、ヒトの運動と同期した認知介入とともに、

介入による運動の変容の計測を実現し、リアルタイムの環境の運動力学および認知の制御が

可能となる。 
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